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(57)【要約】
【課題】メニュー選択の操作性、安全性を向上させた三
次元測定装置を提供する。
【解決手段】三次元測定装置１０は、三次元座標を測定
するための測定プローブ１１と、測定プローブ１１を支
持するとともに、三次元座標を算出するための位置情報
を出力する測定アーム１２と、測定アーム１２と接続さ
れ、位置情報に基づいて三次元座標を検出する制御部１
３と、メニューを表示するための表示部１３２を有する
。制御部１３は、測定プローブ１１を用いて行われる操
作であって、予め定義されたメニュー表示操作を検出し
た場合、表示部１３２にメニューを表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元座標を測定するための測定プローブと、
　前記測定プローブを支持するとともに、前記三次元座標を算出するための位置情報を出
力する測定アームと、
　前記測定アームと接続され、前記位置情報に基づいて前記三次元座標を検出する制御部
と、
　メニューを表示するための表示部を有し、
　前記制御部はさらに、
　前記測定プローブを用いて行われる操作であって、予め定義されたメニュー表示操作を
検出した場合、
　前記表示部に、前記メニューを表示させる
　三次元測定装置。
【請求項２】
　前記メニュー表示操作は、
　前記測定アームを作動限界まで動かす動作である
　請求項１記載の三次元測定装置。
【請求項３】
　前記メニュー表示操作は、
　前記測定プローブのボタンを、所定時間内に複数回押下する動作である
　請求項１記載の三次元測定装置。
【請求項４】
　前記メニュー表示操作は、
　前記測定プローブのボタンを、所定時間以上連続して押下する動作である
　請求項１記載の三次元測定装置。
【請求項５】
　前記メニュー表示操作は、
　前記測定プローブを、予め定義された測定エリア外に移動させる動作である
　請求項１記載の三次元測定装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記測定エリアを、被測定物の概形に基づいて算出する
　請求項５記載の三次元測定装置。
【請求項７】
　前記メニューは、１以上のコマンド表示領域を、円環状に連ねて構成されるサークルメ
ニューである
　請求項１乃至６いずれか１項記載の三次元測定装置。
【請求項８】
　前記メニューは、１以上のコマンド表示領域を、帯状に連ねて構成されるサークルメニ
ューである
　請求項１乃至６いずれか１項記載の三次元測定装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記測定プローブを用いて行われる操作であって、予め定義されたコマンド仮選択操作
を検出した場合、前記サークルメニューに含まれるコマンド表示領域の各々を、順次仮選
択状態とする
　請求項７乃至８いずれか１項記載の三次元測定装置。
【請求項１０】
　前記サークルメニューは、１以上のサブコマンドを下階層に含む１以上のコマンドを含
み、
　前記制御部は、
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　前記測定プローブを用いて行われる操作であって、予め定義されたコマンド選択操作に
より、サブコマンドを下階層に含む前記コマンドが選択された場合、
　前記表示部に、選択された前記コマンドに関連する前記サブコマンド表示領域を含むサ
ブメニューを、前記サークルメニューと同様の表示形態により表示させる
　請求項７乃至８いずれか１項記載の三次元測定装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記測定プローブが円状の軌跡を描く動作を検出した場合、前記動作を前記コマンド仮
選択操作として認識する
　請求項９記載の三次元測定装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　前記測定プローブが軸を中心に回転する動作を検出した場合、前記動作を前記コマンド
仮選択操作として認識する
　請求項９記載の三次元測定装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　前記測定プローブが直線状又は円弧状の軌跡を描く動作を検出した場合、前記動作を前
記コマンド仮選択操作として認識する
　請求項９記載の三次元測定装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、検出した前記動作の方向又は速度に応じて、前記コマンド表示領域の各
々を順次仮選択状態とする際の方向又は速度を変動させる
　請求項１１乃至１３いずれか１項記載の三次元測定装置。
【請求項１５】
　測定プローブを用いて行われる操作であって、予め定義されたメニュー表示操作を検出
するステップと、
　前記メニュー表示操作の検出に応じ、表示部にメニューを表示させるステップと、を有
する
　三次元測定装置の入力方法。
【請求項１６】
　請求項１５記載の方法を、コンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は三次元測定装置、その入力方法及びプログラムに関し、特に多関節アームを備
えた三次元測定装置、その入力方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　測定者が直接手で動かすことが可能な多関節アーム及び測定プローブを利用して、被測
定物上の任意の点の三次元座標値を取得し、被測定物の三次元形状、表面性状等の測定を
行う三次元測定装置が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、先端に測定プローブを保持した多関節アームを備えた三次元
測定装置が開示されている。この三次元測定装置は、各関節に角度センサを内蔵しており
、角度センサが検出する各関節の回転角度と、アームの関節－関節間や関節－プローブ間
等の長さとに基づいて、プローブ先端の空間座標を計算する。操作者は、多関節アームを
直接手に持ち、多関節アーム先端に保持されたプローブを被測定物の表面に接触させて、
被測定物を測定する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－０４７０１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような三次元測定装置は、一般に、当該装置から離れた位置に設置されたＰＣ（Ｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）等の制御装置に接続される。このＰＣ上で動作する
制御用ソフトウェアは、複数のメニューを表示装置に出力可能であり、操作者がこれらの
メニューから一を選択する操作を受け付けて、選択されたメニューに応じ、測定、測定デ
ータの保存、各種設定等の様々な機能を実行することができる。
【０００６】
　このようなメニュー選択操作は、操作者が測定を実行している最中においても必要とさ
れることがある。このような場合、測定者は、三次元測定装置の近傍から、ＰＣ近傍まで
移動しなければならない。
【０００７】
　かかる問題を解決するため、例えば、三次元測定装置近傍からでも操作者が視認できる
程度に大きくメニューを表示させるとともに、アームの上下動作等に応じて、複数のメニ
ューのうち一をハイライト表示させ、プローブ近傍に設置したボタンの操作等に応じて、
ハイライトされたメニューを選択可能とする手法（以下、アームメニュー）が考えられる
（図１３）。これにより、操作者は、三次元測定装置から離れることなくメニュー選択操
作を実施できる。
【０００８】
　しかしながら、上述のアームメニューには、以下の問題点が存在する。まず、測定の実
行中は、メニュー選択操作を実行できない。その理由は、制御装置が、アームの動作が測
定のための操作なのかメニュー選択のための操作なのかを区別できないためである。よっ
て、メニュー選択操作を行うためには、操作者は測定の実行を中断しなければならない。
【０００９】
　また、上述のアームメニューでは、同じ機能を繰り返し実行すべく、同じメニューを繰
り返し選択したい場合、一連のメニュー選択操作を何度も繰り返さなければならない。そ
のため、メニュー選択操作のための作業時間が増加してしまう。
【００１０】
　また、上述のアームメニューでは、メニューが常に画面上に大きく表示されるため、例
えば測定結果等のデータ表示範囲が狭くなってしまう。
【００１１】
　また、上述のアームメニューでは、メニューを選択するために、アームを上下に動かす
必要があるため、選択に時間がかかり、また、身体的な負担が大きい、さらに、アームを
動かす際に、測定環境（周囲の人や被測定物）へ衝突する等、安全性に悪影響を与える可
能性がある。
【００１２】
　また、上述のアームメニューでは、制御装置でメニューを選択するために、アームをホ
ームポジションに頻繁に戻す必要がある。このため、故障リスクが増大し、信頼性が低下
してしまう。
【００１３】
　本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであり、メニュー選択の操
作性、安全性を向上させた三次元測定装置、入力方法及びプログラムを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る三次元測定装置は、三次元座標を測定するための測定プローブと、前記測
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定プローブを支持するとともに、前記三次元座標を算出するための位置情報を出力する測
定アームと、前記測定アームと接続され、前記位置情報に基づいて前記三次元座標を検出
する制御部と、メニューを表示するための表示部を有し、前記制御部はさらに、前記測定
プローブを用いて行われる操作であって、予め定義されたメニュー表示操作を検出した場
合、前記表示部に、前記メニューを表示させるものである。
【００１５】
　本発明に係る三次元測定装置の入力方法は、測定プローブを用いて行われる操作であっ
て、予め定義されたメニュー表示操作を検出するステップと、前記メニュー表示操作の検
出に応じ、表示部にメニューを表示させるステップと、を有するものである。
【００１６】
　本発明に係るプログラムは、上記方法をコンピュータに実行させるためのプログラムで
ある。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明により、メニュー選択の操作性、安全性を向上させた三次元測定装置、入力方法
及びプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施の形態１にかかる三次元測定装置の構成を示す図である。
【図２】実施の形態１にかかる三次元測定装置の処理を示す図である。
【図３】実施の形態１にかかる三次元測定装置の処理を示す図である。
【図４】実施の形態１にかかる三次元測定装置の処理を示す図である。
【図５】実施の形態１にかかる三次元測定装置の処理を示す図である。
【図６】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー表示の例を示す図である。
【図７】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー表示の例を示す図である。
【図８】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー表示の例を示す図である。
【図９】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー表示の例を示す図である。
【図１０】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー選択操作の例を示す図である
。
【図１１】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー選択操作の例を示す図である
。
【図１２】実施の形態１にかかる三次元測定装置のメニュー選択操作の例を示す図である
。
【図１３】従来のメニュー選択方法を示す図である。
【図１４】従来の三次元測定装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の実施の形態の説明に先立ち、本発明の理解を容易にするため、典型的な三次元
測定装置の構成について説明する。
【００２０】
　図１４は、三次元測定装置の構成を示す図である。この三次元測定装置は、被測定物２
００を測定する接触型のボールプローブからなる測定プローブ１０１と、この測定プロー
ブ１０１の支持手段である測定アーム１００と、この測定アーム１００を特定の位置及び
姿勢に制御する制御部３００とを備えている。
【００２１】
　測定アーム１００は、第１～第３リンク１０６，１０８，１１０、支柱１１２及びこれ
らを連結する第１～第３関節１０７，１０９，１１１を備えている。支柱１１２は、作業
台等に固定された基台１１３に垂直に立設され、第３関節１１１を介して第３リンク１１
０の一端と連結されている。第３関節１１１は、支柱１１２に対する第３リンク１１０の
水平面内での回転トルクを発生させるアクチュエータ１１１ａ及びその回転角度を検出す
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る角度センサ１１１ｃと、支柱１１２に対する第３リンク１１０の垂直面内での回転トル
クを発生させるアクチュエータ１１１ｂ及びその回転角度を検出する角度センサ１１１ｄ
とを備える。第３リンク１１０の他端は、第２関節１０９を介して第２リンク１０８の一
端と連結されている。第２関節１０９は、第３リンク１１０に対する第２リンク１０８の
、第３リンク１１０の中心軸と平行な面内での回転トルクを発生させるアクチュエータ１
０９ａ及びその回転角度を検出する角度センサ１０９ｂを備える。さらに、第２リンク１
０８の他端は、第１関節１０７を介して第１リンク１０６と連結されている。第１関節１
０７は、第２リンク１０８に対する第１リンク１０６の、第２リンク１０８の中心軸周り
の回転トルクを発生させるアクチュエータ１０７ｂ及びその回転角度を検出する角度セン
サ１０７ｄと、第２リンク１０８に対する第１リンク１０６の、第２リンク１０８の中心
軸と平行な面内での回転トルクを発生させるアクチュエータ１０７ａ及びその回転角度を
検出する角度センサ１０７ｃとを備える。また、第１リンク１０６の第１関節１０７との
連結部には、第１リンク１０６の中心軸周りの回転トルクを発生させるアクチュエータ１
０６a及びその角度を検出する角度センサ１０６ｂが備えられている。以上、この測定ア
ーム１００は合わせて６軸により操作可能に構成されている。
【００２２】
　この第１リンク１０６の他端にはプローブヘッド１０３が取り付けられている。プロー
ブヘッド１０３は、その側面にハンドル１０４及び受動測定ボタン１０５、先端にプロー
ブ取り付け部１０２を有する。測定プローブ１０１はプローブ取り付け部１０２を介して
プローブヘッド１０３に取り付けられている。測定者はハンドル１０４を掴んで操作する
ことにより、被測定物２００に対して測定プローブ１０１を自由な方向から接近させ、自
由な角度で接触させて測定する。また、プローブ取り付け部１０２は、様々なプローブを
取り付け可能に構成されている。図１４の測定プローブ１０１は、その先端を被測定物２
００の表面に接触させて、接触点の座標を求めるものであるが、これを例えばＣＣＤカメ
ラやイメージセンサを用いた画像プローブ、レーザ走査方式のレーザプローブなどの非接
触型のプローブに付け替えることができる。また、図１４に示したように回転軸は６軸に
限らず、５軸以下又は７軸以上の関節を備えていてもよい。また、被測定面の輪郭形状デ
ータを連続的に測定する倣いプローブであっても良い。
【００２３】
　測定アーム１００からは、角度センサ１０６ｂ，１０７ｄ，・・・で検出された各関節
１０７，１０９，１１１の相対角度を示す位置情報としての角度検出信号Ｓ１が出力され
ている。制御部３００は、この検出信号Ｓ１を入力して、例えば特許文献１に記載されて
いる手法により、プローブ１０１と被測定物２００との接触点の座標を算出する。
【００２４】
　以下、このような三次元測定装置を前提として、本発明の実施の形態について、図面を
用いて説明する。
　図１は、本発明の実施の形態にかかる三次元測定装置１０の構成を示す図である。
【００２５】
　三次元測定装置１０は、被測定物を測定するための測定プローブ１１、測定プローブ１
１を外力に応じて移動自在に支持するとともに測定プローブ１１の位置情報を出力する測
定アーム１２、上記位置情報を入力して測定プローブ１１の三次元座標を算出する制御部
１３を有する。
【００２６】
　制御部１３は、記憶部１３１、表示部１３２を有する。記憶部１３１は、三次元座標の
測定結果を保存することができる。また、後述するアームメニュー（サークルメニュー）
を表示部１３２に表示するためのメニューリストを格納する。表示部１３２は、測定結果
としての上記三次元座標や、後述するアームメニュー（サークルメニュー）を表示出力す
る。
【００２７】
　なお、制御部１３は、操作者による指示や入力を受け付けるための入力部（例えばポイ
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ンティングデバイス又はキーボード等）をさらに有していても良い。
【００２８】
　つづいて、図２乃至図１２を用いて、三次元測定装置１０の動作について説明する。
（Ａ．アームメニューの表示）
　まず、測定を中断することなく、表示部１３２にアームメニューを表示するための手法
について説明する。これは、一般に、アームメニューは測定中は非表示となっており、こ
れを測定中に表示させるためには、従来、制御部１３に直接入力制御する等の手法がとら
れていた。本実施の形態は、当該メニューを、アーム操作を中断することなく、高い操作
性、安全性のもとで表示させるものである。以下、４つの手法を例示する。
【００２９】
（Ａ－１．アームの作動限界（リミット）の検出によるアームメニューの表示）
　図２のフローチャートを用いて、アームの作動限界（リミット）の検出によるアームメ
ニューの表示処理について説明する。
【００３０】
　Ｓ１０１：制御部１３は、測定プローブ１１の三次元座標の検出処理中、測定アーム１
２のリミット状態を監視する。ここで、リミット状態とは、測定アーム１２が作動限界（
リミット）に達しているか否かをいい、制御部１３は、測定アーム１２が出力する制御信
号によりリミット状態を検知可能である。
【００３１】
　Ｓ１０２：制御部１３は、リミットＯＮすなわち測定アーム１２がリミットに達したこ
とを検知すると、記憶部１３１からメニューリストを読み出し、これを表示部１３２にア
ームメニューとして表示する。なお、操作者が誤って、すなわちアームメニューを表示さ
せる意図でなく、測定アーム１２をリミット限界にしてしまった場合に備え、制御部１３
は、アームメニューを表示させたのち、一定時間が経過したならばアームメニューを非表
示とすることが好ましい。この際、上記一定時間は、操作者が予め設定することにより可
変とすることができる。
【００３２】
　Ｓ１０３：操作者は、従来と同様に、測定アーム１２先端に保持された測定プローブ１
１を移動させることにより、アームメニューに含まれる複数のコマンドから一のコマンド
を選択することができる。ここで、制御部１３は、例えば「戻る」コマンドが選択された
ことを検出した場合、プローブ位置の更新動作状態、すなわち測定プローブ１１の三次元
座標の検出処理に戻る。なお、「戻る」コマンドのほか、測定プローブ１１に設けられた
キャンセルボタン等の操作を検知した場合に、同様の処理を行うこともできる。
【００３３】
　Ｓ１０４：一方、制御部１３は、所定の機能を実行するためのコマンドが選択されたこ
とを検出した場合、当該コマンドに対応する機能を実行する。制御部１３は、当該機能の
実行が終了したならば、再びアームメニューを表示し、ステップＳ１０３以降の処理を実
行する。
【００３４】
　Ｓ１０５：他方、制御部１３が、例えば「終了」コマンドが選択されたことを検出した
場合、三次元測定装置１０をシャットダウンし、システムを終了する。
【００３５】
（Ａ－２．プローブの選択ボタンの連続押しによるアームメニューの表示）
　図３のフローチャートを用いて、プローブの選択ボタンの連続押しによるアームメニュ
ーの表示処理について説明する。
【００３６】
　Ｓ２０１～Ｓ２０３：制御部１３は、測定プローブ１１の三次元座標の検出処理中、測
定プローブ１１に設けられた選択ボタンの押下を検出したならば、検出時点までの測定結
果を、図示しない揮発性メモリ等に一時的に記憶する。あるいは、記憶部１３１に格納す
ることとしても良い。
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【００３７】
　Ｓ２０４～Ｓ２０６：制御部１３は、ステップＳ２０１における選択ボタン入力の検出
から一定時間以内に、再度選択ボタンの押下を検出したならば、記憶部１３１からメニュ
ーリストを読み出し、これを表示部１３２にアームメニューとして表示する。この際、上
記一定時間は、操作者が予め設定することにより可変とすることができる。
【００３８】
　Ｓ２０７～Ｓ２０９：以降のメニュー選択、コマンド実行に係る処理は、上述のステッ
プＳ１０３～Ｓ１０５と同様の手法で実行できる。なお、ステップＳ２０７で「戻る」メ
ニューの選択、キャンセルボタンの押下が検出された場合は、制御部１３は、測定結果を
保存するか、破棄するかを選択させるメッセージを表示部１３２に表示することとしても
良い。その後、制御部１３は、操作者による選択結果に応じて、測定結果を記憶部１３１
に保存するか、保存せずに破棄することができる。
【００３９】
（Ａ－３．プローブの選択ボタンの長押しによるアームメニューの表示）
　図４のフローチャートを用いて、プローブの選択ボタンの長押しによるアームメニュー
の表示処理について説明する。
【００４０】
　Ｓ３０１～Ｓ３０３：制御部１３は、測定プローブ１１の三次元座標の検出処理中、測
定プローブ１１に設けられた選択ボタンの押下を検出したならば、検出時点までの測定結
果を、図示しない揮発性メモリ等に一時的に記憶する。あるいは、記憶部１３１に格納す
ることとしても良い。
【００４１】
　Ｓ３０４～Ｓ３０６：制御部１３は、ステップＳ２０１における選択ボタン入力の検出
から一定時間以内に、再度選択ボタンが離されたか、押し上げられたことを検出したなら
ば、記憶部１３１からメニューリストを読み出し、これを表示部１３２にアームメニュー
として表示する。この際、上記一定時間は、操作者が予め設定することにより可変とする
ことができる。
【００４２】
　Ｓ３０７～Ｓ３０９：以降のメニュー選択、コマンド実行に係る処理は、上述のステッ
プＳ２０７～Ｓ２０９と同様の手法で実行できる。
【００４３】
（Ａ－４．事前に定義した測定エリア外へのプローブ移動によるアームメニューの表示）
　図５のフローチャートを用いて、事前に定義した測定エリア外へのプローブ移動による
アームメニューの表示処理について説明する。
【００４４】
　Ｓ４０１：制御部１３は、測定プローブ１１の三次元座標の検出処理中、測定プローブ
１１の位置（三次元座標）を監視し、測定プローブ１１が予め定義された測定エリアから
外に存在するかを判定する。ここで、測定エリアは、例えば、制御部１３が、被測定物（
ワーク）の概形の入力に応じ、この概形に所定の安全領域を加えてなる空間を算出して、
これを測定エリアとすることができる。あるいは、予め定められた三次元空間内の任意の
範囲を、測定エリアとしても良い。なお、制御部１３は、測定結果取得処理中など、予め
定められた所定の条件に該当するときは、ステップＳ４０１の処理を中断することとして
も良い。この際、上記安全領域は、操作者が予め設定することにより可変とすることがで
きる。
【００４５】
　Ｓ４０２～Ｓ４０４：制御部１３は、測定プローブ１１が測定エリア外に存在すること
を検知すると、記憶部１３１からメニューリストを読み出し、これを表示部１３２にアー
ムメニューとして表示する。なお、制御部１３は、測定結果取得処理中など、予め定めら
れた所定の条件に該当するときは、ステップＳ４０４のメニュー表示処理を行わないこと
としても良い；
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【００４６】
　Ｓ４０５～Ｓ４０７：以降のメニュー選択、コマンド実行に係る処理は、上述のステッ
プＳ１０３～Ｓ１０５と同様の手法で実行できる。
【００４７】
（Ｂ．プローブだけで選択可能なアームメニューの表示）
　つづいて、上記Ａの処理により表示部１３２にアームメニューを表示させたのち、測定
アーム１２全体を動かすことなく、測定アーム１２の先端に保持された測定プローブ１１
を動かすだけで、アームメニューに含まれるコマンドから一を選択するための手法につい
て説明する。以下、２つの手法を例示する。
【００４８】
（Ｂ－１．ドーナツ状の階層サークルメニュー）
　図６及び図７を用いて、ドーナツ状の階層サークルメニューによるコマンド選択、実行
処理について説明する。
【００４９】
　図６は、制御部１３が、従来の階層構造を有するリスト状のアームメニュー（図１３）
に代えて表示部１３２に表示する、ドーナツ状の階層サークルメニューの例である。この
メニューでは、メニューに含まれる複数のコマンドが、サークル状に配列されている。こ
のサークルにおいては、現在仮選択状態にあるコマンドがハイライト表示される。図６に
おいては、天頂部に配置されたコマンドがハイライト表示されている。ここで、サークル
メニューにおいては、すべてのコマンドが一覧できるよう表示することが望ましい。例え
ば、表示すべきコマンドの数に応じて、各コマンドの表示領域の大きさを変更することに
より、これを実現できる。
【００５０】
　操作者による測定プローブ１１の操作に応じ、制御部１３は、表示部１３に表示されて
いるサークルメニューを回転させる。この際、ハイライトされるコマンドは、常に天頂部
に配置されたコマンドとなる。すなわち、サークルメニューの回転に応じ、仮選択つまり
ハイライトされるコマンドが順次変わってゆく。なお、制御部は、サークルメニューを回
転させる代わりに、サークルメニューは固定されたままで、ハイライト部だけが円周方向
に順次変ってゆくような表示制御を行うこととしても良い。この場合も、仮選択つまりハ
イライトされるコマンドが順次変わってゆくこととなる。
【００５１】
　操作者による測定プローブ１１の選択ボタンの操作等に応じ、制御部１３は、現在仮選
択つまりハイライトされているコマンドを、操作者により選択されたコマンドとして検出
する。制御部１３は、選択されたコマンドを実行する。
【００５２】
　なお、サブメニューを持つコマンド、例えば図６における「ＭＥＮＵ０３▲」が選択さ
れた場合、制御部１３は、サブメニュー用のサークルコマンドを表示部１３に表示させる
ことが好ましい（図７）。サブメニュー用のサークルコマンドに係るコマンド選択、実行
処理は、上述のサークルメニューと同様であってよい。
【００５３】
　なお、処理の途中で測定プローブ１１のキャンセルボタンの操作を検出した場合、制御
部１３は、一段階前の処理に戻るか、サークルコマンドを非表示にするなどの処理を講じ
ることが好ましい。
【００５４】
（Ｂ－２．横又は縦に回転するドラム型サークルメニュー）
　図８及び図９を用いて、横又は縦に回転するドラム型サークルメニューによるコマンド
選択、実行処理について説明する。
【００５５】
　図８は、制御部１３が、従来の階層構造を有するリスト状のアームメニュー（図１３）
に代えて表示部１３２に表示する、横又は縦に回転するドラム型サークルメニューの例で
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ある。このメニューでは、メニューに含まれる複数のコマンドが、横又は縦のドラム状に
配列されている。このドラムにおいては、現在仮選択状態にあるコマンドがハイライト表
示される。図８においては、左右中央又は上下中央部に配置されたコマンドがハイライト
表示されている。
【００５６】
　操作者による測定プローブ１１の操作に応じ、制御部１３は、表示部１３に表示されて
いるドラム型サークルメニューを回転させる。この際、メニューに含まれるコマンドは、
左右又は上下方向に順次移動し、左右端又は上下端から見切れたコマンドは、反対側の左
右端又は上限端から再度出現するように表示制御される。またこの際、ハイライトされる
コマンドは、常に左右中央又は上下中央部に配置されたコマンドとなる。すなわち、ドラ
ム型サークルメニューの回転に応じ、仮選択つまりハイライトされるコマンドが順次変わ
ってゆく。
【００５７】
　操作者による測定プローブ１１の選択ボタンの操作等に応じ、制御部１３は、現在仮選
択つまりハイライトされているコマンドを、操作者により選択されたコマンドとして検出
する。制御部１３は、選択されたコマンドを実行する。
【００５８】
　なお、サブメニューを持つコマンド、例えば図８における「ＭＥＮＵ０３▲」が選択さ
れた場合、制御部１３は、サブメニュー用のドラム型サークルコマンドを表示部１３に表
示させることが好ましい（図９）。サブメニュー用のドラム型サークルコマンドに係るコ
マンド選択、実行処理は、上述のドラム型サークルメニューと同様であってよい。ここで
、サブメニューは、上位（メイン）のドラム型サークルメニューの上下又は左右に、同時
に表示することができる。
【００５９】
　なお、処理の途中で測定プローブ１１のキャンセルボタンの操作を検出した場合、制御
部１３は、一段階前の処理に戻るか、ドラム型サークルコマンドを非表示にするなどの処
理を講じることが好ましい。
【００６０】
（Ｃ．プローブだけで選択可能なアームメニューの表示）
　つづいて、上記Ｂの処理においてメニューから任意のコマンドを選択する際の、測定プ
ローブ１１の具体的な操作方法について説明する。以下、３つの手法を例示する。
【００６１】
（Ｃ－１．プローブで円を描いてサークルメニューを操作する）
　図１０を用いて、測定プローブ１１で円を描いてサークルメニューを操作する処理につ
いて説明する。
【００６２】
　サークルメニュー表示中、制御部１３は、測定プローブ１１の先端部の軌跡を検出する
。例えば、制御部１３は、連続して、例えば一定時間ｔ毎に測定プローブ１１の座標を検
出することにより、時系列の座標群を取得してゆき、測定プローブ１１が静止したとき、
例えばｔよりも長い時間Ｔにわたって、測定プローブ１１の座標の移動が所定のしきい値
以内に収まっているときに、取得を停止する。制御部１３は、ここで取得した座標群に基
づいて軌跡を検出する。例えば、座標群を単に時系列に繋いで得られる軌跡を検出しても
良い。また、座標群を任意の基準でサンプリング、座標変換するなどしてから軌跡を得る
こととしても良い。なお、座標群からの軌跡の検出は、他の公知の方法を用いて実現して
も良い。
【００６３】
　制御部１３は、検出した測定プローブ１１の軌跡が、円状であるか否かを識別する。例
えば制御部１３は、検出した軌跡と、記憶部１３１に予め格納された円状の軌跡のサンプ
ルパターンと、をマッチング（照合）し、両者が一致する、あるいは類似度が閾値以上で
ある場合に、円状の軌跡が入力されたものと認識することができる。ここで、軌跡のマッ
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チング、典型的には一致ないし類似度の判定は、公知の種々の手法を用いて実現すること
ができよう。また、ここで制御部１３は、軌跡に含まれる座標群の時系列順等に基づき、
円が描かれた方向（右回り又は左回り）を識別することが好ましい。また、制御部１３は
、軌跡に含まれる座標群の取得時刻等に基づき、円が描かれたスピードを算出することが
好ましい。
【００６４】
　制御部１３は、測定プローブ１１の軌跡が円状である場合、サークルメニューを回転さ
せる表示制御を行う。ここで、円が描かれた方向（右回り又は左回り）に応じ、サークル
メニューの回転方向を変更することが望ましい。また、円が描かれたスピードに応じ、サ
ークルメニューの回転速度を変更することが望ましい。すなわち、測定プローブ１１を従
前より遅く又は早く回転すれば、サークルメニューは従前より遅く又は早く回転するよう
表示制御する。
【００６５】
　ここで、制御部１３は、サークルメニューの回転制御を、測定プローブ１１の先端の軌
跡に基づいて実行する。すなわち、サークルメニューの回転制御は、測定プローブ１１自
体の向き（下向き、横向き等）には影響されない。
【００６６】
（Ｃ－２．プローブを軸まわりに回転してサークルメニューを操作する）
　図１１を用いて、プローブを軸まわりに回転してサークルメニューを操作する処理につ
いて説明する。
【００６７】
　サークルメニュー表示中、制御部１３は、測定プローブ１１の軸回りの回転を検出する
。制御部１３は、図１１に示すような、測定プローブ１１の軸を中心とする回転を検出可
能であるものとする。ここで制御部１３は、回転方向（右回り又は左回り）を識別するこ
とが好ましい。また、制御部１３は、回転スピードを検出することが好ましい。
【００６８】
　制御部１３は、測定プローブ１１の軸回りの回転を検出したならば、サークルメニュー
を回転させる表示制御を行う。ここで、回転方向（右回り又は左回り）に応じ、サークル
メニューの回転方向を変更することが望ましい。また、回転スピードに応じ、サークルメ
ニューの回転速度を変更することが望ましい。すなわち、測定プローブ１１を従前より遅
く又は早く回転すれば、サークルメニューは従前より遅く又は早く回転するよう表示制御
する。
【００６９】
（Ｃ－３．プローブを左右又は上下に振ってサークルメニューを操作する）
　図１２を用いて、プローブを左右又は上下に振ってサークルメニューを操作する処理に
ついて説明する。
【００７０】
　サークルメニュー表示中、制御部１３は、測定プローブ１１の先端部の軌跡を検出する
。ここで、軌跡の検出は、Ｃ－１と同様の手法により実現できる。
【００７１】
　制御部１３は、検出した測定プローブ１１の軌跡が、図１２に示すような直線状ないし
円弧状の運動であるか否かを識別する。ここで、軌跡の識別は、Ｃ－１と同様の手法によ
り実現できる。なお、ここで制御部１３は、軌跡に含まれる座標に基づき、軌跡の振幅ま
たは移動距離の大きさを算出することが好ましい。また、制御部１３は、軌跡に含まれる
座標群の時系列順等に基づき、軌跡の向きを識別することが好ましい。さらに、制御部１
３は、軌跡に含まれる座標群の取得時刻等に基づき、軌跡が描かれたスピードを算出する
ことが好ましい。
【００７２】
　制御部１３は、測定プローブ１１の軌跡が直線状ないし円弧状である場合、サークルメ
ニューを回転させる表示制御を行う。ここで、軌跡が描かれた方向に応じ、サークルメニ
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ューの回転方向を変更することが望ましい。また、軌跡が描かれたスピードに応じ、サー
クルメニューの回転速度を変更することが望ましい。すなわち、測定プローブ１１を従前
より遅く又は早く振れば、サークルメニューは従前より遅く又は早く回転するよう表示制
御する。また、軌跡の振幅または移動距離がしきい値より小さい場合は、サークルメニュ
ーを１ないし数コマンド単位で回転させるよう制御しても良い。
【００７３】
　本実施の形態による作用効果は例えば以下のとおりである。Ａ．アームメニューの表示
として開示した実施例によれば、三次元測定装置１０は、測定中にはアームメニューを非
表示とし、表示部１３２を、測定結果の表示などのために最大限大きく使用することがで
きる。また、操作者が制御部１３近傍に赴き、制御部１３に接続される入力装置等を使用
しなくても、測定アーム１２、より具体的には測定プローブ１１を保持したままで、アー
ムメニューを表示させることができる。
【００７４】
　また、Ａ－１．アームの作動限界（リミット）の検出によるアームメニューの表示とし
て示した実施例によれば、測定アーム１２の先端軸すなわち測定プローブ１１を保持した
まま、先端軸の操作のみでリミットＯＮを発生させることができるため、アームメニュー
を容易に表示させることができる。また、従来、リミットＯＮが発生した際は、表示部１
３２に「終端」等のメッセージが表示されるのみで、リミットＯＮの発生を操作者が識別
することが困難であったが、本実施例ではアームメニューが表示されるため、その識別が
容易である。さらに、一定時間内に作動限界（リミット）状態が解除された場合には、ア
ームメニューを非表示とすることとしたため、誤ってリミットＯＮを発生させた場合にも
、速やかに測定を継続することができる。また、前記一定時間を任意に変更可能としたた
め、操作者毎に異なる、最適な操作性を実現することができる。
【００７５】
　また、Ａ－２．プローブの選択ボタンの連続押しによるアームメニューの表示、及びＡ
－３．プローブの選択ボタンの長押しによるアームメニューの表示として示した実施例に
よれば、測定プローブ１１の選択ボタンの操作だけでアームメニューを容易に表示できる
。また、選択ボタン押下の時間間隔、又は選択ボタンの連続押下時間を操作者毎に変更で
きるため、操作者毎に異なる、最適な操作性を実現することができる。
【００７６】
　また、Ａ－４．事前に定義した測定エリア外へのプローブ移動によるアームメニューの
表示として示した実施例によれば、ワークから測定プローブ１１を離すという自然な動作
でアームメニューを表示できるので、操作性が向上する。この際、ワークから離れてメニ
ュー操作することになるため、ワークへの衝突等が避けられ、安全性も向上する。また、
測定エリアは、ワークの概形に安全領域を加算して定義できるが、この安全領域の大きさ
は変更可能であるため、操作者毎に異なる、最適な操作性を実現することができる。
【００７７】
　また、Ｂ－１．ドーナツ状の階層サークルメニューとして示した実施例によれば、サー
クルメニューによってすべてのコマンドが一覧できるため、選択すべきコマンドへ至るた
めの回転方向を容易に決定することができる。すなわち、選択すべきコマンドにもっとも
近い方向に回転させることで、すばやくメニューを選択できるので、操作性が向上する。
【００７８】
　また、Ｂ－２．横又は縦に回転するドラム型サークルメニューとして示した実施例によ
れば、メニューを小さく表示することができるので、表示部１３２に表示されている他の
情報の隠れる範囲が小さい。また、サブメニューを上位メニューと同時に表示しやすく、
選択履歴をわかりやすく表示できる。さらに、コマンドの数を増やしてもメニューの大き
さが変わらないため、視認性に優れる。
【００７９】
　また、Ｃ．プローブだけで選択可能なアームメニューの表示として示した各種実施例に
よれば、先端軸だけの操作でメニュー選択が実施できるため、操作を素早く完了でき、身
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体的な負担が軽減できる。また、複雑な階層メニューにも対応でき、制御部１３にポイン
ティングデバイス等で直接入力を行う場合に比べて遜色ない操作性を維持できる。さらに
、測定プローブ１１のキャンセルボタン操作により「戻る」動作を素早く実施できる。加
えて、ドーナツ状又はドラム状のサークルメニューに応じて、円又は直線動作を採用すれ
ば、メニューと軌跡の関係を直感的に理解しやすく、優れた操作性を獲得できる。
【００８０】
　なお、本発明は上記実施の形態に限られたものではなく、趣旨を逸脱しない範囲で適宜
変更することが可能である。例えば、上述の実施の形態では、制御部１３をハードウェア
の構成として説明したが、これに限定されるものではなく、任意の処理を、ＣＰＵ（Ｃｅ
ｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）にコンピュータプログラムを実行させる
ことにより実現することも可能である。この場合、コンピュータプログラムは、様々なタ
イプの非一時的なコンピュータ可読媒体（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔ
ｅｒ　ｒｅａｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）を用いて格納され、コンピュータに供給するこ
とができる。非一時的なコンピュータ可読媒体は、様々なタイプの実体のある記録媒体（
ｔａｎｇｉｂｌｅ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｍｅｄｉｕｍ）を含む。非一時的なコンピュータ可
読媒体の例は、磁気記録媒体（例えばフレキシブルディスク、磁気テープ、ハードディス
クドライブ）、光磁気記録媒体（例えば光磁気ディスク）、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏ
ｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－Ｒ／Ｗ、半導体メモリ（例えば、マスクＲＯ
Ｍ、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　
ＰＲＯＭ）、フラッシュＲＯＭ、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）
）を含む。また、プログラムは、様々なタイプの一時的なコンピュータ可読媒体（ｔｒａ
ｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）によってコンピ
ュータに供給されてもよい。一時的なコンピュータ可読媒体の例は、電気信号、光信号、
及び電磁波を含む。一時的なコンピュータ可読媒体は、電線及び光ファイバ等の有線通信
路、又は無線通信路を介して、プログラムをコンピュータに供給できる。
【符号の説明】
【００８１】
　１０　三次元測定装置
　１１　測定プローブ
　１２　測定アーム
　１３　制御部
　１３１　記憶部
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